
フィクサチーフ（定着液）は、合成樹脂をエチルアルコー
ル等で溶解した液体で、完成した木炭や鉛筆、コンテな
ど描いた作品表面へ、噴霧器などで霧状にして吹き付け
ることで薄い皮膜を作り、色材と支持体を定着・保護し
ます。一般的には市販のスプレー缶に封入されたタイプ
のものを噴霧する方法が、より手軽で多く用いられてい
ます。また、その他に、パステル用として石油系の溶剤
を用いたフィクサチーフなどもあります。
木炭やコンテなどの描画材は、主に色材成分（顔料・炭
など）のみで構成されているため支持体（紙など）に定
着する力が弱く、描いた作品の表面は非常に粉っぽく不
安定な状態で、汚損や色材の剥落が起きやすくなってい
ます。そこで、完成した作品表面にフィクサチーフを吹
き付けることで、色材成分を支持体に定着させ保存性を
高めることができます。（色材成分の性質上、堅牢に定
着させることは困難です）
内容成分である合成樹脂は、以前にはシェラック（ラッ
クカイガラムシの分泌液）やコロホニウム（松脂）、ダ
ンマルなどの樹脂が用いられていましたが、最近ではポ
リビニールブチラール樹脂やアクリル系樹脂、セルロー
ス誘導体などが用いられています。
使用する際は、換気を良くすることが必要です。また、
引火性があるので火の気がある場所での使用は避けま
しょう。購入先については、一般的な画材店や文房具店
などで手に入れることができます。

フィクサチーフ

Copyright © 2007 Musashino Art University. All Rights Reserved. 

概要

ふぃくさちーふ

造形ファイル　http://zokeifile.musabi.ac.jp/

フィクサチーフ　01

あ

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

A
B
C

D
E
F

G
H
I

J
K
L

M
N
O

P
Q
R

S
T
U

V
W
X

数
字

Y
Z



Copyright © 2007 Musashino Art University. All Rights Reserved. 

造形ファイル　http://zokeifile.musabi.ac.jp/
あ

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

A
B
C

D
E
F

G
H
I

J
K
L

M
N
O

P
Q
R

S
T
U

V
W
X

数
字

Y
Z

手順 3.　缶は立てたままで、画面から 30cm程度離した位

置から噴霧します。近づけ過ぎると、描画材の木炭などが

流れてしまいます。

手順 4.　噴霧する方向は、画面と平行に一定の距離を保っ

たまま、左から右へ等間隔で繰り返し、次に上から下へ同

様に等間隔に繰り返します。画面全体にまんべんなく噴き

つけ終わったら、5分程度乾燥させます。

※図中の矢印は噴霧方向を便宜的に示したもので、実際の

噴霧時の間隔を示したものではありません。

手順 5.　使用後は目詰まり防止のため、缶を逆さにして空

ぶきをしましょう。
30cm程度

使用方法

手順 1.　窓を開け換気をよくしましょう。

手順 2.　使用前に缶をよく振り、画面の外で空ぶきをして、

噴霧の状態や噴射量を確認します。
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